













釈。④本歌・本説・本文（前項の「本文」とは別、基にした漢詩文の意） 、参考（宗尊が踏まえた歌ならびに解釈上に必要な歌） 、類歌 表現 ・ 趣向が類似した歌） 、享受（宗尊歌を本歌取りした歌） 、影響（宗尊歌を踏まえた歌） 。⑤出典。⑥他出。⑦語釈。⑧補説。②と④～⑧は、無い場合には省略。
























































だ浅けれどかねてより緑深くも染めてけるかな」 （貫之集・延喜十九年東宮の御屏風の歌、 ちより召しし十六首・子日の松 もとに人人至 遊ぶ・一二七）が目に入る程度だが、鎌倉時代以降には、参考の定家詠や同じく定家の「若菜摘むをちの沢辺の朝緑霞のほ の春の色かな」 （拾遺愚草・十題百首・地部・七一六）等 「緑」を「春の色」と見る歌が少なくない。それは、実際の景趣の実感によるばかりではなく、五行説に基づく春の当色が青であるという認識に従った結果でもあろ （ 「 」は「青」に包摂され ） 。
〔補説〕
　参考の『和歌童蒙抄』所収歌に措辞と趣向が類似する。該歌がこれに負うとすれば、宗尊の学習範囲の広さ






































































































































































































　宗尊は該歌より先に、 「文永元年十月百首歌」 （恋）で「鞆の浦 磯辺 立てる室の木の常世に人 恋ひつつ







































































































本当の春の月 情趣を分かるのだ」という含意があることになろう。疑問に解すると、自分は涙で見えず春の霞む月の情趣を認識しないけれど、涙に無縁の人がそれを知 のだろうか、という主意の歌 なる 参考の土御門院詠に倣ったと見て、後者に解しておく。「不明不暗朧朧月」に基づく千里の「照りもせず曇りもはてず春の夜の朧月夜にしくものぞなき」 （千里集・七二。新古今・春上・五五） 示す景趣の類型 大枠の中に、さまざまな「春」のおぼろに霞む「月」が詠まれるが、例えば鎌倉中期には、 「深き夜のあは も空に知られけりおぼろに霞む春の月影 （宝治百首・春・春月・四四〇・下野）や「春はなほ霞むにつけて深き夜 あは を見する月の影かな」 （続古今集 春上・七七・土御門
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
五五




















































ひ」は、鳥の両翼が交差する部分、転じて羽・翼そのものを言う。 「羽易の山（羽買の山） 」は、大和国の歌枕。「春日なる羽易の山ゆ」 （万葉集・一八二七） 「春日なる羽易山なる」 （赤人集・一三一）等と詠まれ、春日山の中の一峰という認識があったらしい。○鳴く音も涼し
―
先行例の少ない句。参考に挙げた、宗尊幕下に成立と考えられ
る『東撰六帖』の一首以外には、嘉禎三年（一二三七）六月五日の成立という『楢葉集』の「うつせみの鳴く音も涼し夕づく日か［ 　］山の峰の常磐木」 （夏・一六六・専寂）が目に入る程度 ここの「も」は並列で、 「短か夜の月」も「涼し」く、 「鵲の」 「鳴く音」も「涼し」ということか。あるいは、 「羽交ひ」の縁で、羽風が涼しいとの意が響くか。○短か夜の月
―
参考の定家詠の直後に、後鳥羽院も「誰が禊ぎ夕されくれてかげろふの燃ゆる春辺の
短か夜の （後鳥羽院御集・建保四年二月御百首・春 五一二） 詠む。宗尊 該歌以前に、文応元年（一二六〇）の『宗尊親王三百首』で「明けぬともなお影残せ白妙の卯の花山の短か夜の月」 （夏・七三） 、 潮 満つ入江の松の木 間より見えてすくなき （夏・八九） 、弘長二 六二 の「後嵯峨院百首題百首」 （仮称。柳葉集・一四四～二二八）で「いかにせん闇 うつつを厭ひても夢にまさらぬ短か夜の月」 （柳葉集・巻二・夏・夏月・一六五） 、また、該歌以後の 文永六年五月百首歌」でも「竹 葉に風吹く窓は涼しくて臥しながら見る短か夜の 」 （本抄・巻四・夏・
712）と用いていて、 「短か夜の空」 （柳葉集・三一七、六九六）と共に宗尊好尚の句






















































































































る夜の月の空行く秋の群雲」 （瓊玉集・秋下・和歌所にて男ども結番歌読み侍りける次に・二二〇）や「時雨れぬと見ゆる空かな雁鳴きて色づく山の秋の群雲」 （続古今集・秋下・五〇七）と用いてい 。安貞元年（一二二七）生で正安二年（一三〇〇）没 源雅言に「山の端の夕日の影もたえだえに時雨れて過ぐる秋の群雲」 （玉葉集・秋下・暮秋望・八一五）があるが、詠作時期は不明である。雅有の「染め返しなにをあかずと時雨るらん紅葉にかかる秋の群雲」 （隣女集・巻四
自文永九年至建治三年
・秋・紅葉歌中に・二一六七）は、該歌よりも後出であり、為家や





































































































































































































































































































































































語・八十二段・一四九・馬頭）は、人事を寓意したものではあっても、 「月」が沈む「山の端」に対する感情を代表していよう。このような思いを基盤に、いつまでも沈まない「有明」の「月」であっても、 「月はなほ入らで有明の山の端もさぞあらましに恨めしきかな」 （民部卿家歌合
建久六年
・暁月・一〇二・丹後）といった「山の端」へ














































































天王院和歌・宮城野陸奥・四三一）を初めとした、 「暁寒き」がやや先行するが、いずれも鎌倉初期頃以降に詠まれ始める。 「明け方寒き」の先行例は、藤原光経に「雲の色も明け方寒き山の端の松の葉ごしに残る月影」 （光経集・冬・五〇六）がある。光経は「暁寒き」についても、 「嵐吹く遠山もとの里つづき暁寒く衣打つなり」 （光経集・暁擣衣 五三 や「この頃の暁寒き月影に里も残らず打つ衣かな」 （同・暁擣衣・五六六）と、擣衣を詠んでいて、この両首の景趣は該歌に通う。あるいは、宗尊はこれら真観の叔父光経の歌に学んでいたか、 も疑われるの ある。
〔補説〕
　宗尊は、参考に挙げた歌のいずれかにのみ拠ったという訳ではなく これらの歌々に見られる言詞や想念に





















































秋下・四八五・式子）等の「更けにけり」を初句に置く歌に倣ったかとも思われる。また一方、本歌の『古今集』歌は、 「夏の夜はまだ宵ながら明 雲のいづくに月隠るらん」 （継色紙、基俊本。古来風体抄・二一四）の形でも伝えられているのであり、宗尊がこれに拠った可能性を見る必要があろう。○まだ短か夜に
―
特異な措辞。本
歌の「まだ宵ながら」から発想されたと見る。まだまだ短 夏の夜に、というほどの意味か。先行例は見当たらず、後出 は、 『風雅集』 「七夕の契りは秋の名のみしてまだ短か夜は逢ふほどやなき」 （秋上・四六九・道平）が勅撰集唯一の例である。そ 後 、正徹に「洩る月 枝もさはらぬ竹の子のまだ短か夜の窓ぞ涼しき」 （正徹千首・夏・夏月・二七一。草根集・夏・夏月・二二四五） 、実隆に「待ち待ちて心やすめむ だにもまだ短か夜の星合の空」 （着到百首和
永正六年九月九日
・雪玉集・織女惜別・七〇〇五。称名院集・五四三） 、伏見宮貞常親王に
「今来んの秋の光は見えなからまだ短か夜の有明の月」 （後大通院殿御詠・秋近月明・四二四）等の作例が見える。後二首は、 『風雅集』歌に拠ったものであろうが、正徹の一首についてはなお、宗尊詠 も倣った可能性を見ておきたい。○捨てられて
―
置き去りにされて、といった程の意味か。このように、 「捨つ」に受け身の「らる」が付
く形は、 『中書王御詠』の為家評詞が言うとおり、伝統的雅詞ではない。早くは俊頼に、 「捨てられてうき瀬に立てる水車世にめぐるとも見えぬ身なれや」 （散木奇歌集 雑上 水車の程過ぎて、捨 たれば廻 を見てよめる・
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
七七
一三三七。田上集・六六）がある。新古今歌人では、家隆が好んだと思しく、 「頼みこし我が心にも捨てられて世にさすらふる身を厭ふかな」 （洞院摂政家百首・雑・述懐・一八二一。万代集・雑六・三七二二） 、 「無き名のみゆふつけ鳥の逢坂に捨てられてだに音をやなかばや」 （道助法親王家五十首・恋・寄鳥恋・九 一。定家家隆両卿撰歌合・六六、結句「音をもなかばや」 ） 、 「老が世の憂き身は春に捨てられてまたあら玉の年も急がず」 （壬二集・日吉奉納五十首・冬・一八三〇） どと用いてい 勅撰集には、右の の「頼みこし」の一首が、 『玉葉集』 雑五・二五一九）に入集するのみである。○急がぬ月
―
珍しい句。他には、幕末の井上文雄に「こよろぎのいそがぬ
月に見渡せば雲居になりぬ伊豆 大島」 （調鶴集・秋・海上月・三一四） 作例があるが、これは「こよろぎの磯」から「急がぬ月」に鎖る形である。宗尊は恐らく、参考の為家詠に拠って詠出したのであろう。その為家が、 『中書王御詠』の評詞でこの句を批判したのは、自身の「空 急 ぬ月の影かな」が 「急がぬ月の空に残 る」と詠み替えられた、その「急がぬ月」が 俗に傾いた、あるいは意を尽くさない縮約のように感じられたからではないだろうか。
〔補説〕
　初句に「明けにけり」を置くことや二・四句の措辞自体は新奇であり、三・五句の形も必ずしも伝統的では





























　本歌の万葉原文は「比日之 　秋朝開尓 　霧隠 　妻呼雄鹿之 　音之亮左」 。二句は旧訓・現行訓共に「あきの









































































































（為家集・詠百首和歌〔元仁元年藤川題百首和歌〕 ・雑・海路眺望・二〇九三）が早い例になる。その後にも為家は、 「秋になる風のけしきのかはるより心浮き立つ空の村雲」 （為家集・秋・秋風
建長五年七月
・五四六）と詠じてい

























































































































































































































































































来ても忘れざりけり梓弓春めでたしと見えしにほひは」 （経衡集・四月一日の残りの花惜しむ・三七）の作例があるが、 「…（季）きても」の形は、 「春来ても」と「秋来ても」が多い。 「衣」との詠み併せの先行例としては、 「秋きてもまだひとへなる衣手に厭はぬほどの風ぞ吹くなる」 （六百番歌合・秋・残暑・三〇六・家隆）が早い。○天の香具山
―
大和国の歌枕。奈良県橿原と桜井の両市にまたがる山。藤原京の東に位置する。耳成山、畝傍山と共に
大和三山と言われる。 「天の（あまの・あ の） 」を付すので、天空近い山との印象がある。
〔補説〕
　「夏山」題で、清澄な夏の到来の気分が漂う持統歌を本歌にしながら、涙に暮れる述懐を詠じる。先に注釈
を施した『瓊玉集』や本抄に散見する歌と同様に、 『正徹物語』が言う「宗尊親王は四季の歌にも、良もすれば述懐を詠み給ひしを難に申しける也。物哀れの体は歌人の必定する所也。此の体は好み 詠まば、さこそあらんずども、生得の口つきにてある也」という評価は当を得ているのであ 。そして、その宗尊の 作傾向は、幼くして鎌倉に赴いて将軍として過ごした時期から、地位を追われ 京都に戻った後の時期までを通じた のであったということになろう。参考、拙稿『瓊玉和歌集注釈稿 一～四） 』 （本紀要四五～四七、平二〇～二二・三、 『鶴見日本
九二





















































































































　宗尊は既に同じ宇合詠を本歌に、 「柞散る 木枯らしに山路時雨れてかかる村雲」 （柳葉集 巻






























淀美豆町、久世郡久御山町の辺り。古く「美豆の御牧」が置かれた。淀川を挟む対岸（西淀）との間には「淀の渡り」があり、京都から奈良への淀路はここを渡り生駒山脈東麓を南に下る。鳥羽から船で木津川左岸の「美豆の浜」に着く、石清水八幡宮参詣の道筋にも当たる。 『能因歌枕』にも見え 「美豆の杜」も、この地の森を言ったものであろう。 「長秋記・天永二年（一一一一）の条に見える﹁水津頓宮﹂の森か」 （片桐洋一校注『後撰和歌集』平二・二、岩波書店）という。それは、 『小右記』 （永祚元年三月二十二日）にも 頓宮 として見える。 「美豆」に「見えず」の縁で 見つ」が掛かる。○山城の淀
―
山城国の歌枕。単に「淀」とも。桂川・宇治川・木津川




































































































中〔千、仲綱〕 」として所在は記していないが、 『建保名所百首』 （恋）では「佐野舟橋
上野国
」題で「東路にかけて
は過ぎし中川の瀬絶えもつらし佐野の舟橋」 （八七〇・兵衛内侍）と詠まれている。 『歌枕名寄』 （巻二十六・東山五） 「上野国」 「佐野 の「中河」として、補説の俊頼詠と参考の堀河百首歌（作者を 顕仲朝臣」に誤る）及び補説の仲綱詠を挙げる。 『夫木抄』 （雑六）も「さ の中河、上野」として、参考の堀河百首歌（作者を「神祇伯顕仲卿」に誤る）と補説の俊頼詠を挙げる。宗尊も、上野国と考えていたと見てよいであろう。
〔補説〕
　「佐野の中川」は、参考の顕季詠の他、 「住みなれし佐野 中川瀬絶えして流 かはるは涙なりけり」 （千載
集・恋四・八九〇・仲綱 も詠まれていて、 「瀬絶え」する川との印象が付与されている。これは、山城国の歌枕である「中川」が、 「中川の絶えはてにける跡を見て 詞書で 中川 水絶えにけり末の世は秋をも待たでかれやしにけ 」 （安法法師集・一〇七）や 行く末を流れて何に頼みけん絶えけるものを中川の水」 後拾遺集・雑二・九六六・式部命婦）と、男女の 仲」を喩えて「絶え」と詠まれることが影響を与えているか 思しい。一方
一〇〇





























































































































































































































































































漢字は、本歌の古今歌の掛詞（ 「笠結ひ」が掛かるという）に従って宛てる。 『五代集歌枕』 『八雲御抄』





















































































































































































は」 （ 「さと」の左傍にかかの見消ちして右傍に「かけ」 ）とあり。
〔通釈〕



















まれるが、さほど多く詠まれた歌枕ではない。山城国葛野郡の歌枕である「 山」 、即ち現京都市右京区嵯峨の大堰川を挟んで嵐山に対峙する小倉山の麓の里を言うのであろう。 「山陰」 いつも夕べ」の縁で「を暗（し） 」が掛かると解す 。
〔補説〕
　大枠では、 「秋は夕暮」 （枕草子）というような、 「秋」の「 」の情趣を殊なるものとする通念の上に詠






























歌枕。現神奈川県鎌倉市。 「鎌倉」 「鎌倉山」共に万葉に詠まれるが、 「鎌倉の里」は、参考の実朝詠に始まるか。頼朝が開いた幕府の所在地としての謂いであろう。
〔補説〕
　宗尊は十一歳の建長元年（一二五二）四月一日に入府し、二十五歳の文永三年（一二六六）七月八日 鎌倉

























破の関」は、令制下に美濃国不破郡内（現岐阜県不破郡関ケ原町松尾辺り）の東山道が畿内から美濃国に出る場所に設置された関。 「美濃の関」 とも。東海道の鈴鹿関、北陸道の愛発関とともに三関の一つ。天武天皇二年 （六七三）七月 初めて設置（帝王編年記）という。養老年間（七一七～七二四）頃には存在し、延暦八年（七八九）七月三関は停廃されたが、儀礼的に固関は行われたらしい。その「 屋」は、 「霰もる不破の関屋に旅寝して夢をもえこそとほさざりけ 」 （千載集・羈旅・五四〇・大中臣親守） 、 「人住まぬ不破の関屋の板びさし荒れにし後はただ秋の風」 （新古今集・雑中・一六〇一・良経）などと、荒廃していることを通念として詠まれる。○不破の中山
―
美濃の国の所名。現在の岐阜県不破郡関ケ原町中山。 「不破の関」が置かれた。 「不破の中山」は、源師行男有房の「別れ行く君をとめねば関守のかひこそなけれ不破の中山」 （有房集・四一四）が早い用例で、参考の後鳥羽院詠が続く。 「不破 山 も、嘉応二年（一一七〇）十月十六日の『建春門院北面歌合』の隆信詠「不破の山紅葉散りかふ梢より嵐おこさぬ関守もがな」 （関路落葉・一四）が早く、同じく後鳥羽院の「不破 山風もたまらぬ の屋を
『竹風和歌抄』注釈稿（三）
一一七

































































































































































句。 『正治初度百首』の「よそへても思ふ心を知らせばや秋風渡る葛の裏葉に」 （恋・一〇七五・経家）が早いか。宗尊は別に「入り海の浜名の橋に日は暮れて秋風渡る浦の松原」 （中書王御詠・雑・浜名橋をすぐとて 二二二）とも詠む。 「継ぎ橋」 縁で橋を渡る意が響く。○淀の継ぎ橋
―
水が流れずに澱んでいる所に架けられた、板を何










































































「月落」からの援用か。先行例としては、 「紀の国や由良の岬に月落ちて拾ひ残せる玉かとぞ見る」 （御室五十首・秋・七八三・師光）や「雲かかる生駒高嶺に月落ちて三輪の檜原にましら鳴くなり」 （千五百番歌合・秋三・一三六二・宮内卿）あるいは「紅葉更く風のたよりに月落ちて霜に裏ある庭の面影」 （慈鎮和尚自歌合・三宮・八番右 月明かりける夜三位入道の許へ・二〇二。雲葉集・秋下・七〇二）等、新古今歌人の作例が目に付く。なおまた、 「木の間より洩りくる月の影見れば心づ し 秋は来 けり」 （古今集・秋上・一八四・読人不知）の第二句を「落ちたる月の」 （清輔本 落ちく 月の」 （新撰和歌 二四）とする形の本文が、いくらかの影響を与えたかもしれない可能性を見ておきたいと思う。
〔補説〕
　建長四年（一二五二）三月十九日に、将軍たるべく関東に向けて京都を出発した折のことを回想しつつ、東






































































































































































巻六・雑歌・一〇三〇、二句「わがの松原」 〔原文「吾乃松原」 、現行訓「あがの松原」 〕 ）
〔参考〕


























































































































































































































































































「三輪の山訪はれぬ宿に神さびて幾代になりぬ杉の秋風」 （雑・神祇・八五二）が早く、為家の「今さらになに恨むらんいつとても訪はれぬ宿のまつ虫の声」 （為家千首・秋・四六四）や知家の「降る雪の花のあるじにかこちても訪はれぬ宿に跡は絶えつつ」 （洞院摂政家百首・冬・雪・九三一）が続く。他には、 『秋風集』に「千五百番歌合の歌」と詞書する嘉陽門院越前の「まさ木ちる谷のかけはし埋もれて訪はれぬ宿は霰降るなり」 （冬・一六〇）があり、 『楢葉集』に「あしひきの山路よりけに跡もなし訪 れぬ宿の庭の白雪」 （雑二・八六一・尊海）がある。鎌倉前期に少しく流行した措辞であろう。宗尊はそれを敏感に取り入れたことになる。
〔補説〕
　花故に心落ち着かないとする通念 、 「ひさかたの光のどけき春の日にしづ心なく花の散るらむ」 （古今集・











































































































































































































































































































































































故事・古事。昔の出来事。参考の実朝詠に倣ったと見る。ただし、 「呉竹の 　世世の古言 　






















































































































































岡八幡宮の放生会を言う。続く十六日の流鏑馬も一体 事。文治三年（一一八七）八月十五日の放生会と流鏑馬の始行に由来するという。宗尊については、将軍職に就いていた建長四年（一二五二）四月～文永三年（一二六六）七月 間に、初年 建長四年（一二五二） （不快による） 、正元元年（一二五九） （吾妻鏡欠により不明） 、弘長二年
一五二














































































































や朝日待つ間の露を見て蜘蛛手に抜ける玉と見ける世」 （和泉式部集・一六三）のように、束の間の比喩にも用いられる。一方で、 「朝日」の類を、仏滅後五十六億七千万年後の未来に成道して仏陀となり世を救う弥勒菩薩の比喩とする歌がある。例えば、慈円の「鷲の山の月に代はりて出づる日をかぞふる程ぞげには遙けき」 （拾玉集・詠百首和歌・釈教・弥勒・三八七一）や家隆の「わび人の涙の雨もあらじかし笠置の山の法の朝日は」 （光明峰寺入道摂政家百首 七〇〇）である。ちなみに、宗尊の護持をした隆弁の「長き夜の暁を待つ月影は幾重の雲の上に澄むらん」 （新拾遺集・釈教・弥勒を・一五〇二）の「暁」も、弥勒 示現を寓意 たものであろし鎌倉末期 武士という藤原政範の「鐘の音を待つぞ久しき夢の夜の長きねぶりの明け方 空」 （政範集・弥勒・二七〇） 、 「明け方の空」もまた同断であろう。とすると、慈円 「こ もとの塵にまじはる影なくは朝日待つ間の闇いかにせん」 （慈鎮和尚自歌合・十禅師 一五六 や「いかにせむ草葉 すがる露 身の朝日待つ間の深き闇路を」 （拾玉集・厭離欣求百首中被取替三 五首・四五五三） 、あるいは良経 長き夜に朝日待つ間の心にぞ高野奥に有明の月」 （秋篠月清集・二夜百首・仏寺・一八六）等の「朝日待つ間」は 朝日た 弥勒が示現するまで無明長夜の闇世を待つ間、という意味に解されようか。該歌も、これに同様と見ておく。
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〔通釈〕
　雑の釈教本来備わってい 仏性である故郷を、どんな迷妄から別れて来て、今そこに帰ることができない人の心であるの
一五六
だろう。
〔類歌〕
　迷ひ初めし心の末に引かれきて本の悟りに帰りかねぬる（新千載集・釈教・上のをのこども題を探りて歌仕
うまつりける次でに、本末といへることをよませ給うける・八四八・伏見院）
〔他出〕
　中書王御詠・雑・釈教 歌の中に・三四六。
〔語釈〕
　○故郷
―
「一切衆悉生有仏性」 （涅槃経） 、即ち、一切の衆生が悉く有している仏性の寓意に解しておく。
